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↑�午前の部で総代謝辞を述べた難波さん
←午後の部で総代謝辞を述べた島野さん

↑ 3月 11日、石巻南浜津波復興祈念公園にて灯籠の設置

　卒業式・学位記授与式が３月 22 日（火）に日本武
道館で、コロナへの対応策を講じ、午前と午後の２部
制で開催された。学部（一部・二部）卒業生は 4,028
名、大学院修了生は 82 名、法科大学院修了生は 10 名。
各学部総代に佐々木重人学長から学位記が手渡され、
学術・体育などで優れた成績を収めた 45 名の学生に
川島記念賞が授与された。また今年度は、育友会から
記念品として多機能ペンが卒業生に贈られた。

　専修大学ボランティア推進委員会傘下団体の SKV
と SIV の学生 19 名が大学職員と共に 3 月10 ～ 12 日、
東日本大震災で甚大な被害を受けた福島県いわき市と
宮城県石巻市を訪問し、合宿を行った。
　10 日は、いわき震災伝承みらい館を見学し、語り部
から震災の様子を聴いた。11日は、石巻南浜津波復
興祈念公園で開催のイベント「東日本大震災追悼 3.11
のつどい」で、灯籠制作や会場設営を行った。最終日
の12 日は、石巻市の震災遺構の大川小学校や旧女川
交番のほか、女川第一中学校の生徒が設置した「女川
いのちの石碑」を見学した。
　帰京後、大学で事後学習会を開催。学生たちからは

　午前の部の総代謝辞で難波健太さん（経済）は「オ
ンラインでの学習は不安が募ったが、心が折れそう
なときも、夢や目標に向かって頑張り続ける仲間の姿
があった。入学時には想像しえなかった環境に対応し、
乗り越えた経験は、自らを信じ、決して諦めない強い
心を与えてくれた」と、午後の部の総代謝辞で島野蘭
さん（文）は「コロナのせいでできなかったと後悔しな
いように、大学生活を実りあるものにしようと、努力し、
工夫をこらして乗り切った。対面授業が再開された際
は、友達や先生に直接キャンパスで会えるありがたみ
を再確認した」と述べた。コロナ禍の大学生活を送っ
た卒業生は、逆境での学びを糧に社会に踏み出した。

「施設などハード面の復興が進む一方、追悼式で涙を
流されている方を見て、まだ心の傷は癒えることはない
と思った」「地震はいつ起きてもおかしくない。今回の
経験を踏まえて備える必要がある」と、被災地の現在
を知り、防災意識が高まったという声が聞かれた。

3.11に学生が3.11に学生が
東北を訪問東北を訪問
あの日をあの日を
忘れない忘れない

逆境での学びを糧に社会へ逆境での学びを糧に社会へ
令和３年度令和３年度卒業式・卒業式・
学位記授与式学位記授与式




